








「プラスチック資源循環促進法」が施行

2022年 4月

これにより、全てのプラスチック製品には今後

「リサイクルする」ことを前提とした設計が求められます。

対策を取らない企業には罰則が与えられるようになり、
脱炭素社会、温室効果ガスの排出ゼロに向けた流れが

一気に加速していくでしょう。









、塗装・蒸着・



 ロット（数量）・着色
  

  
       

 加飾

 回収プログラム     P12.13 参照

最低ロットは3,000本以上からとなります。
色はBEAUTYCLE指定の ( PET (5種)、PE(2種)、PP(2種) ) から選択できます。
※数量によってはお客様指定の着色も可能です。

P11 参照

印刷・シュリンクフィルムが選択できます。
※ラベルやホットスタンプ、塗装・蒸着については現在試験中です。

様々な回収プログラムを構築予定です。
将来的にはBEAUTYCLE専用回収BOXの設置を目指しています。

回収スキーム確立後、カラーの種類を増やしていく予定です。



◉ 数量によっては指定着色も可能です。
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回収プログラム

■ 一般市場

■ 工  場  内

 

消費者shop

再び
容器に蘇る

■BoReTech社の
機械で洗浄

■ EREMA社の機械で
押し出し工程を経て
ペレット化（原料化）

再び
消費者の手に

リサイクル
ボトル
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廃棄対象品を再利用

・EC業者から返却

・店舗回収BOXを設置

・BEAUTYCLE回収BOX
 を設置（予定）
　　　　　　　　　等

回収した容器を
材質や色ごとに
振り分け後、



■ 工  場  内　　容器製造段階で発生する廃棄対象品をリサイクル樹脂として再利用します。

■ 一般市場　　

回収プログラム

製造・販売事業者等の自主回収を促進
自主回収・再資源化計画が環境省より承認されると、廃棄物処理法の行政許可が不要とな
り、容器製造会社や販売事業者（メーカー）も自主回収が可能となります。
BEAUT YCLE だけでなくメーカー・小売り側も認定を受ければ回収が可能となります。

・
・ 直営店やサロンに回収BOXを設置

・ BEAUTYCLE専用回収BOXを設置（予定）　等　
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　　 以下のような方法にて回収します。

EC業者から返却



トレーサビリティ

BEAUTYCLE では「ボトル to ボトル」としてトレーサビリティが可能です。

自社工場にて製造した容器を市場から回収し、自社リサイクル工場にて再製造するため、

原材料・生産・消費・廃棄まで追跡が可能となります。

いつ、どこで、なににリサイクルされたのか
を明らかにすることができます。

仕分け用フレキシブルコンテナバッグに
記録用紙を貼り、回収日時・商品名・数量等の
情報を記録します。

■ 自社工場にて製造しているボトルのため、商品
名から回収ボトルの原料・製造日・納品先など
の情報を把握することができます。

■ 洗浄・フレーク・再製造・納品先についてもすべ
て社内にて記録しております。

日　付 商  品  名 数量

〇月△日 ■■クリーム 1

〇月△日 ■●■クリーム 6

〇月△日 ●●化粧水 ３

〇月△日 ●■化粧水 28

記録用紙

フレキシブルコンテナバッグ
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メカニカルリサイクルフロー
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Plastic
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化粧品容器を、
循環する『資源』に。
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